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母
子
ま
た
は
父
子
世
帯
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
み
の
世
帯
お
よ
び
障
が
い
者
の

い
る
世
帯
で
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
納
付
が
困
難
で
あ
り
、
１
月
１
日
現

在
、
次
の
条
件
に
す
べ
て
当
て
は
ま
る
人

は
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
減
免
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
条
件

○�

低
所
得
に
よ
り
、
生
活
の
た
め
国
・
県

ま
た
は
市
か
ら
各
種
福
祉
手
当
、
各
種

年
金
な
ど
の
支
給
を
受
け
て
い
る
。

○�

世
帯
全
員
が
、
居
住
用
以
外
の
固
定
資

産
を
持
っ
て
い
な
い
。

○�

所
有
す
る
居
住
用
の
宅
地
の
面
積
が
200

㎡
以
下
で
あ
る
。

○�

世
帯
全
員
の
総
所
得
金
額
が
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
基
準
の
1.1
倍
を
超
え
な

い
。

（
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
減
免
に
該
当
す

る
収
入
金
額
の
例
）

・�

70
歳
以
上
の
高
齢
者
一
人
の
世
帯
で
、

年
金
の
収
入
金
額
が
お
よ
そ
210
万
円
以

下
の
場
合
。

・�

70
歳
以
上
の
高
齢
者
二
人
の
世
帯
で
、

年
金
の
収
入
金
額
が
お
よ
そ
250
万
円
以

下
の
場
合
。

・�
世
帯
の
年
齢
状
況
等
に
よ
り
基
準
額
は

毎
年
変
動
し
ま
す
の
で
納
付
が
困
難
な

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法　

①
印
鑑
②
福
祉
（
年
金
）

手
帳
・
障
害
者
手
帳
・
年
金
証
書
等
③
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

（
通
知
カ
ー
ド
を
ご
持
参
の
人
は
別
に
運

転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
資
料
が
併
せ
て

必
要
で
す
。）
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課

に
あ
る
指
定
様
式
で
納
付
期
限
の
７
日
前

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員　

１
人
（
平
成
29
年
４
月
１

日
採
用
）

▼
応
募
資
格　

昭
和
22
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
心
身
と
も
に
健
康
な
人

▼
職
務
内
容　

滞
納
整
理
支
援
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
各
種
実
態
調
査
等
に
関
す
る

デ
ー
タ
入
力
、
調
査
書
類
の
発
送
補
助
業

務
、
収
納
窓
口
業
務
補
助
、
臨
戸
調
査
補

助
業
務
他

▼
勤
務
日
時　

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
週
５
日
以
内
、
月
21
日
以

内
、
１
日
７
時
間
以
内
）

▼
休
暇　

毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ

び
年
末
年
始

▼
報
酬　

月
額
14
万
９
千
500
円
（
平
成
28

年
４
月
１
日
現
在
）

▼
勤
務
先　

知
立
市
役
所　

税
務
課

▼
選
考
方
法　

︻
１
次
試
験
︼
書
類
選
考

︻
２
次
試
験
︼
面
接
（
書
類
選
考
合
格
者

の
み
面
接
を
実
施
。
面
接
日
時
は
３
月
21

日
㈫
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▼
応
募
方
法　

３
月
６
日
㈪
～
10
日
㈮
午

前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
、
市
販
の
履

歴
書
（
写
真
１
枚
貼
付
）
を
税
務
課
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
を
特
別
徴
収
（
年
金

天
引
き
）
さ
れ
て
い
る
世
帯
を
対
象
に
、

平
成
29
年
度
の
仮
徴
収
開
始
通
知
を
３
月

中
旬
に
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主
あ
て

に
お
送
り
し
ま
す
。
４
月
以
降
に
年
金
か

ら
徴
収
す
る
保
険
税
を
記
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

野
菜
や
花
を
育
て
土
と
親
し
み
、
農
作

業
を
体
験
す
る
機
会
と
し
て
、
八
橋
・
来

迎
寺
・
上
重
原
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
非
農

家▼
募
集
区
画

・
八
橋
市
民
農
園　
　
　

９
区
画

・
来
迎
寺
市
民
農
園　
　

２
区
画

・
上
重
原
市
民
農
園　
　

23
区
画

※�

農
園
の
申
込
み
は
１
世
帯
に
つ
き
１
区

画
で
す
。
ご
家
族
で
の
利
用
に
限
り
ま

す
。

※�

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※�

区
画
決
定
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受
付
け

ま
せ
ん
。

▼
面
積　

一
区
画
30
㎡

▼
料
金　

５
千
円
（
年
額
）

▼
期
間　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
（
更
新
は
５
年
ま
で
）

▼
申
込
み　

３
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
）
に
印
鑑
持
参
の
う
え
経
済
課
農

政
係
窓
口
へ
。

　宝くじの社会貢献広報事業により、西町の山車車輪および
車軸が整備されました。今回の事業では、車輪4個がマツとカ
シの寄せ木方式、車軸2本がカシ
で製作され、二年に一度の知立ま
つりの本祭りの山
車に使用されます。

▶問合せ　 協働推進課　協働
人権係（☎95-0144） ［新たに整備された車輪と車軸］

宝くじのマスコット
「クーちゃん」

年
金
か
ら
天
引
き
す
る

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

国
保
医
療
課�

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

市
税
徴
収
嘱
託
員
募
集

税
務
課�

徴
収
係　
　
（
☎
（95）
０
１
１
７
）

市
民
農
園
利
用
者
募
集

経
済
課�

農
政
係　
　
（
☎
（95）
０
１
５
３
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
に
つ
い
て

税
務
課�

資
産
税
係　
（
☎
（95）
０
１
４
８
）

コミュニティ助成事業で西町の山車車輪および車軸を整備しました
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交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
犯
罪
の

被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
加
害
者
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち

の
人
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
は
、
20
歳
以
上
の
選
挙
権

を
有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、
検

察
官
が
加
害
者
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と

の
よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

　

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
環
境
の
変
化
な
ど
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
時
期
で
す
。
あ
な

た
の
周
囲
に
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

自
殺
に
傾
く
人
は
言
動
、
心
身
の
不
調

な
ど
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
な
と
感
じ
た
ら
、「
ど

う
し
た
の
？
」と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
周
り
の
大
切
な
い
の
ち
を
み
ん

な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
１
回
（
第
２

火
曜
日
・
要
予
約
）
精
神
科
専
門
医
に
よ

る
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

女
性
特
有
の
が
ん
と
し
て
、「
乳
が
ん
」

と
「
子
宮
が
ん
」
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、「
乳
が
ん
」
に
か
か
る
女
性
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
の
特

徴
と
し
て
、
30
代
後
半
か
ら
か
か
る
人
が

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

「
子
宮
が
ん
」
は
、
が
ん
の
で
き
る
場

所
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
と
子
宮
体
が
ん

に
分
類
さ
れ
、
こ
の
２
つ
の
が
ん
は
、
発

症
し
や
す
い
年
齢
と
自
覚
症
状
が
異
な
り

ま
す
。
特
に
子
宮
頸
が
ん
は
近
年
20
代
～

30
代
で
増
加
傾
向
に
あ
り
、
初
期
で
は
自

覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
ち
ら
も
早
期
発
見
の
た
め
に
は
定
期

的
な
検
診
が
と
て
も
重
要
で
す
。
知
立
市

で
は
、
乳
が
ん
検
診
と
、
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
広
報
３
月
16
日

号
と
と
も
に
、
平
成
29
年
度
知
立
市
が
ん

検
診
の
ご
案
内
折
込
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数　

２
人
（
平
成
29
年
４
月
１

日
採
用
予
定
）

▼
応
募
資
格　

昭
和
25
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
保
健
師
ま
た
は
助
産
師

の
資
格
を
有
す
る
人
で
、
各
資
格
で
５
年

以
上
実
務
経
験
の
あ
る
人

▼
職
務
内
容　

妊
娠
期
に
お
け
る
面
接
相

談
業
務
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

相
談
業
務
ま
た
は
支
援
に
関
す
る
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
、
そ
の
他
、
所
属
長
の

指
示
す
る
事
項

▼
勤
務
日
時　

月
～
金
曜
日　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
45
分
（
週
５
日
以
内
、

月
21
日
以
内
、
１
日
５
時
間
45
分
以
内
）

▼
勤
務
先　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
報
酬　

月
額
19
万
６
千
円
（
平
成
29
年

４
月
１
日
現
在
）

▼
試
験
日　

３
月
21
日
㈫

▼
選
考
方
法　

面
接

▼
応
募
方
法　

３
月
１
日
㈬
～
14
日
㈫
ま

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）
に
、
市
販
の
履
歴
書

（
写
真
一
枚
貼
付
）
に
資
格
を
証
明
す
る

も
の
を
添
え
て
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

機
械
・
電
気
な
ど
に
関
す
る
幅
広
い
分

野
の
実
技
訓
練
お
よ
び
企
業
実
習
な
ど
を

実
施
し
、
モ
ノ
づ
く
り
産
業
を
支
え
る
多

様
な
技
能
お
よ
び
知
識
を
有
す
る
職
業
人

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

▼
募
集
科
目　

モ
ノ
づ
く
り
総
合
科
マ
ル

チ
ス
キ
ル
コ
ー
ス

▼
応
募
資
格

①�

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
も
し
く
は

平
成
29
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

②
①
と
同
等
の
学
力
を
有
す
る
人

③�

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
30
歳
以
下
の

人
▼
入
校
日　

４
月
７
日
㈮

▼
訓
練
期
間　

２
年
間

▼
追
加
募
集
定
員　

若
干
名

▼
募
集
期
間　

３
月
17
日
㈮
ま
で

▼
選
考
日　

３
月
22
日
㈬　

午
前

▼
試
験
科
目　

筆
記
お
よ
び
面
接

▼
合
否
発
表
日　

３
月
22
日
㈬　

午
後

▼
費
用　

検
定
料
４
千
400
円
、
入
校
料
５�

千
650
円
、
授
業
料　

年
額
６
万
円

▼
申
込
み　

３
月
17
日
㈮
ま
で
に
入
校
願

書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
県
立
岡
崎
高
等

技
術
専
門
校
（
〒
444
―
０
８
０
２　

岡
崎

市
美
合
町
字
平
端
24
）
へ
。

※�

入
校
願
書
は
同
校
で
お
渡
し
し
て
い
る

ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�

各
種
給
付
金
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
応
募
前
に
刈
谷
公
共
職
業
安
定
所

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
検
察
審
査
会

岡
崎
検
察
審
査
会
事
務
局

（
名
古
屋
地
方
裁
判
所
岡
崎
支
部
内

☎
０
５
６
４
（51）
５
７
９
３
）

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

で
す　

～
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ

ひ
と
り
に
し
な
い
よ
～

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

 （
☎
（82）
８
２
１
１
）

３
月
１
日
～
８
日
は

「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す

～
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て
～

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

 （
☎
（82）
８
２
１
１
）

母
子
保
健
支
援
相
談
員
（
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

募
集
（
非
常
勤
職
員
）

保
健
セ
ン
タ
ー　
　

 （
☎
（82）
８
２
１
１
）

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

平
成
29
年
度
普
通
課
程
モ
ノ
づ

く
り
総
合
科
マ
ル
チ
ス
キ
ル

コ
ー
ス
訓
練
生
追
加
募
集

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
５
６
４
（51）
０
７
７
５
）
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※問合せは知立市役所

TEL 0566−83−1111（代表）
FAX 0566−83−1141
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

平成28年度知立市防災講演会

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
左
記
の
と
お
り

幹
部
候
補
生
の
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

︻
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
採
用
試
験
︼

▼
応
募
資
格

・
大
卒
程
度
試
験　

20
歳
以
上
26
歳
未
満

　

（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

・
院
卒
者
試
験　

20
歳
以
上
28
歳
未
満

　

（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間　

３
月
１
日
㈬
～
５
月
５
日

㈷▼
第
１
次
試
験

［
と
き
］
５
月
13
日
㈯
お
よ
び
14
日
㈰

※
14
日
㈰
は
飛
行
要
員
の
希
望
者
の
み

［
試
験
科
目
］
筆
記
試
験
（
一
般
教
養
・

専
門
試
験
）

［
合
格
発
表
日
］
６
月
２
日
㈮

▼
第
２
次
試
験

［
と
き
］
６
月
13
日
㈫
～
16
日
㈮
ま
で
の

う
ち
、
指
定
さ
れ
た
１
日

［
試
験
科
目
］小
論
文
試
験
、口
述
試
験
、

身
体
検
査

▼
最
終
合
格
発
表
日　

８
月
４
日
㈮

岡部　梨恵子 氏
（防災アドバイザー）

日　時： 平成29年3月11日㈯
午前10時～11時30分
（開場　午前9時30分）

場　所： リリオ・コンサートホール
（知立市中町中132番地）

※事前予約不要・入場無料

■主　催：知立市　　■協　力：知立市自主防災会連絡協議会・知立市防災ボランティア連絡会
■問合せ：安心安全課　☎95-0160

◆経歴
　東日本大震災によって千葉県浦安市の86％が液状化現象の被害を受
け、ライフライン（特に上下水道）が使えない状況での生活苦を身を持っ
て体験。その後、防災に関心を持ち、災害時の生活や食の勉強をする。
　また、無理なくできる備蓄法を研究。片付けのプロとして一般の方
がやりやすい備蓄法を考え、2014年の片付け業全国大会で審査員特別
賞受賞。被災後の食について、調理しても排水を出さないで、温かく
美味しい料理が作れる、「パッククッキング（ポリ袋調理）」も学び、パッ
ククッキングの講師としても現在活躍している。
　防災ファシリテーターとして全国で講演活動を展開。受講者からは、
聞いてわかっただけでなく、自宅で何をしたらいいかわかり、実践で
きるセミナーとして口コミで全国に広まっている。
　TBSテレビ「あさチャン」、「白熱ライヴ　ビビット」、NHK総合首
都圏ネットワーク等に出演。

◆受賞歴
「断捨離祭り　2013」　グランプリ受賞
「日本災害食学会　第1回研究発表会」　最優秀賞受賞
「JAPAN　ORGANIZING　AWARD　片づけ大賞2014」

審査員特別賞受賞
「日本災害食学会　第2回研究発表会」　優秀賞受賞

◆資格
ファイナンシャルプランナー（2002年資格取得）
整理収納アドバイザー1級（2011年資格取得）
防災士（2016年資格習得）

平
成
29
年
度
自
衛
隊

幹
部
候
補
生
募
集

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

安
城
地
域
事
務
所　

�（
☎
（74）
６
８
９
４
）

「片付け備蓄が命を繋ぐ」
～過去の震災から学んだこと～
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平
成
27
年
12
月
に
西
三
河
５
市
（
豊
田

市
、
岡
崎
市
、
安
城
市
、
知
立
市
、
み
よ

し
市
）
が
共
同
し
て
、「
首
長
誓
約
」
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
誓
約
に
お
い
て
、
産
業
活
動
や
市

民
生
活
で
深
い
関
わ
り
の
あ
る
西
三
河
の

都
市
が
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
」、「
温

室
効
果
ガ
ス
の
大
幅
削
減
」、「
気
候
変
動

な
ど
へ
の
適
応
」
に
向
け
て
、
連
携
し
て

取
り
組
む
た
め
の
行
動
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
機
運
を
高
め
る
た
め
、
左
記
の
と
お
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

３
月
12
日
㈰　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
豊
田
本
店
２
階

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
内
容　

首
長
誓
約
の
狙
い
や
行
動
計
画

の
概
要
な
ど

▼
定
員　

先
着
160
人
（
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

　

「
30
・
10
運
動
」
と
は
、
宴
会
の
開
始

後
30
分
、
終
了
前
10
分
は
提
供
さ
れ
た
料

理
を
お
い
し
く
残
さ
ず
食
べ
き
る
時
間
と

す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

飲
食
店
か
ら
の
生
ご
み
の
う
ち
、
約
６

割
が
食
べ
残
し
た
料
理
で
す
。
歓
送
迎
会

や
地
域
の
集
ま
り
な
ど
の
宴
会
の
席
で
は

「
30
・
10
運
動
」
を
取
り
入
れ
食
べ
残
し

ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
に
お
い
て
は
「
３
切
り
運
動
」

（
食
材
の
使
い
切
り
・
料
理
の
食
べ
切

り
・
生
ご
み
の
水
切
り
）
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
粗
大
ご

み
」
を
捨
て
る
際
に
、
刈
谷
知
立
環
境
組

合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
び
入
れ
る

た
め
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

貸
出
し
は
、
月
～
土
曜
日
ま
で
の
午
前

９
時
～
正
午
、
ま
た
は
午
後
１
時
～
午
後

４
時
で
、
利
用
料
は
無
料
で
す
。

　

利
用
希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
予
約
が

可
能
で
す
。（
電
話
に
よ
る
予
約
可
）

　

た
だ
し
、
利
用
に
際
し
、
次
の
事
項
を

遵
守
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○�

交
通
法
規
を
守
り
、
安
全
運
転
に
努
め

る
こ
と

○�

利
用
時
間
を
守
り
、
時
間
内
に
車
両
を

返
却
す
る
こ
と

○�

市
役
所
・
利
用
者
宅
・
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
３
箇
所
以
外
へ
は
行
か
な
い
こ

と（
不
燃
物
処
理
場
は
入
場
不
可
で
す
。）

○�

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
修
繕
や
賠

償
に
要
す
る
費
用
の
全
て
を
負
担
す
る

こ
と

○�

そ
の
他
利
用
に
際
し
、
市
が
指
示
す
る

事
項
に
従
う
こ
と

※�

遵
守
事
項
に
反
す
る
人
の
利
用
は
、
お

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

不
妊
去
勢
手
術
を
せ
ず
に
、
飼
い
猫
を

自
由
に
外
に
出
す
と
、
飼
い
主
の
い
な
い

猫（
野
良
猫
）を
増
や
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

◆
室
内
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　

ふ
ん
尿
な
ど
に
よ
る
ご
近
所
へ
の
迷
惑

を
防
ぎ
、
交
通
事
故
や
感
染
症
の
危
機
か

ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
身
元
表
示
︵
名
札
・
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

な
ど
︶
を
し
ま
し
ょ
う

　

迷
子
や
事
故
、
災
害
時
な
ど
で
も
、
飼

い
主
が
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。

◆
必
ず
最
期
ま
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う

　

ど
う
し
て
も
飼
育
で
き
な
い
場
合
は
、

で
き
る
限
り
の
手
を
尽
く
し
て
里
親
を
探

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
飼
お
う
と
思
っ

て
い
る
人
は
、
終
生
飼
育
で
き
る
か
、
よ

く
検
討
し
て
か
ら
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※�

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
飼
い
主
の
終
生
飼
養
と
繁

殖
制
限
の
努
力
規
定
が
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。（
第
７
条
）

　

遊
歩
道
や
河
川
堤
等
で
犬
の
散
歩
を
し

て
い
る
人
を
多
く
見
ま
す
が
、
一
部
の
心

無
い
愛
犬
家
に
よ
る
「
フ
ン
の
放
置
」
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
置
さ
れ
た
フ
ン
は
、市
が
目
指
す「
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
」に
反
す
る
ば
か
り
か
、

悪
臭
や
虫
の
発
生
の
原
因
に
も
な
る
と
と

も
に
、
そ
こ
を
通
る
人
に
も
不
快
感
を
与

え
ま
す
。

　

市
で
は
、犬
の
フ
ン
放
置
対
策
と
し
て
、

平
成
25
年
度
か
ら
「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作

戦
」
と
銘
打
っ
て
フ
ン
の
放
置
現
場
に
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
設
置
し
て
監
視
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
放
置
が
多
発
す
る

区
域
に
は
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
も
検
討
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
悪
質
な
人
に
つ
い
て

は
罰
金
を
科
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

愛
犬
の
フ
ン
を
飼
い
主
が
処
理
す
る
こ

と
は
犬
へ
の
愛
情
で
す
。
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

30
・
10
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

環
境
課�

ご
み
減
量
係（
☎
（95）
０
１
２
６
）

粗
大
ご
み
運
搬
車
の
利
用
に
つ
い
て

環
境
課�

ご
み
減
量
係（
☎
（95）
０
１
２
６
）

猫
を
飼
育
し
て
い
る
人
へ

環
境
課�

環
境
保
全
係（
☎
（95）
０
１
５
４
）

西
三
河
５
市
首
長
誓
約
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
５
市
か
ら
始
め
る
！

シ
ン
・エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
」の
開
催

西
三
河
首
長
誓
約
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　

�（
☎
０
５
６
５
（34）
６
６
５
０
）

環
境
課�
環
境
保
全
係（
☎
（95）
０
１
５
４
）

犬
の
フ
ン
放
置
は
止
め
て
く
だ

さ
い　

～
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作

戦
実
施
中
～

環
境
課�

ご
み
減
量
係（
☎
（95）
０
１
２
６
）
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※問合せは知立市役所

TEL 0566−83−1111（代表）
FAX 0566−83−1141
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

広告広告

※「広報ちりゅう」発行経費の一部に充てるため、有料広告を掲載しています。内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

有
　
料
　
広
　
告

　

３
月
31
日
か
ら
、
東
栄
二
丁
目
、
東
栄

三
丁
目
の
全
部
お
よ
び
池
端
２
丁
目
、
池

端
３
丁
目
、
八
ツ
田
町
三
丁
目
の
各
一
部

区
域
で
、
新
た
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

供
用
開
始
区
域
の
詳
細
は
、
次
の
と
お

り
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間　

３
月
10
日
㈮
～
23
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

▼
縦
覧
場
所　

下
水
道
課（
市
役
所
２
階
）

●
下
水
道
へ
の
接
続

　

今
回
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
区
域
に
お
住
ま
い
の
人
で
、
汲
み
取
り

便
所
を
使
用
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は

３
年
以
内
に
、
そ
れ
以
外
の
人
は
速
や
か

に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
使
用
で
き
る
区
域
に
お

住
ま
い
の
人
で
、
ま
だ
、
接
続
工
事
を
さ

れ
て
な
い
人
も
同
様
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
受
益
者
負
担
金
制
度

　

公
共
下
水
道
の
整
備
に
伴
い
、
下
水
道

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
人
に
建

設
費
用
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
の

が
受
益
者
負
担
金
制
度
で
す
。

　

新
た
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
区
域
の
土
地
の
所
有
者
に
対
し
、
５
月

頃
に
受
益
者
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
そ

の
申
告
書
に
よ
り
誰
を
受
益
者（
支
払
者
）

に
す
る
か
を
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
市
は
申
告
書
に
基
づ
き
受
益

者
を
決
定
し
、
そ
の
受
益
者
に
対
し
９
月

上
旬
に
土
地
の
面
積
に
応
じ
た
受
益
者
負

担
金
の
納
入
通
知
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
。（
負
担
金
は
土
地
に
対
し
て
賦
課
さ

れ
る
も
の
で
、
一
度
限
り
で
す
。）

　

負
担
金
額
は
、
受
益
地
面
積
に
１
㎡
当

り
350
円
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。（
受
益

者
負
担
金
に
消
費
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。）

■�供用開始済地区
■�今回供用開始地区

下
水
道
供
用
開
始
区
域
が

広
が
り
ま
す

下
水
道
課�

下
水
庶
務
係（

☎
（95）
０
１
５
９
）
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●不動産、建築トラブル　●相続、遺留分、離婚
●交通事故、労災事故　　●企業法務　　
●債権回収　　　　　　　●破産、債務整理　　　●刑事

刈谷駅南口よりすぐ
刈谷市若松町2丁目2番地

０５６６-９１-０２１０

白濱法律事務所
（愛知県弁護士会所属）

弁護士法人 弁護士　白濱　重人
弁護士　香川　広志
弁護士　西尾祐一郎
弁護士　居石　孝男
弁護士　古田　博大
弁護士　西森　雄紀

shttp://si-law-office.com

刈谷事務所 ☎
JR岡崎駅東口よりすぐ
岡崎市羽根町字北ノ郷45

０５６４-５４-３７７７岡崎事務所 ☎

広告

相談料無料
（初回30分）

　これから就職や進学などで引越する人が多くなります。上下水道の開始や中止の手続きはお早めにお願いします。
なお、電話での受付はしていませんのでご注意ください。市ホームページ内、水道のページ（「知立　水道」で検索）
にも掲載されていますので、ご覧ください。

▶問合せ　水道課　料金係（☎95-0132）

上下水道の開始・中止申請方法　※必ず希望する日の3営業日前までに申請してください。

①市役所またはリリオ出張所窓口での申請
　・市役所2階水道課⑪窓口（業務時間　平日8：30～17：15）
　・リリオ出張所（木曜日を除く平日9：00～20：00、土・日曜日、祝日9：00～17：00）
　※リリオ出張所は取次ぎ業務のみです。問合せは水道課へ業務時間内にお願いします。
② FAX による申請
　�専用の申請書を FAXで送信していただく方法です。申請書は、市ホームページトップの「お役立ち情報」→「申
請書・様式ダウンロード」等からダウンロードできます。
　また、水道課へ業務時間内に電話いただければ申請書を送付します。
③あいち電子申請・届出システム（インターネットからの申込み）による申請
　�詳しくは「あいち電子申請・届出システム」ホームページをご覧ください。
　（市ホームページからリンクしています。）
　※電話による申請は行っていませんのでご注意ください。
　※使用者本人からの申請ができない場合、代理（会社・家族等）申請も可能です。
　※使用者の名義変更も①～③のいずれかの方法でお願いします。

水道料金・下水道使用料の納入方法
下記①、②のいずれかの方法で納入してください。途中での切り替えも可能です。
①口座からの引落し　※検針した月の翌月10日（休日の場合は翌営業日）
　以下の金融機関の口座で可能です。
　�三菱東京 UFJ 銀行・愛知銀行・中京銀行・名古屋銀行・三重銀行・碧海信用金庫・岡崎信用金庫・豊田信
用金庫・西尾信用金庫・愛知県中央信用組合・あいち中央農業協同組合・ゆうちょ銀行
　※クレジットカードでのお支払いはできません。
　※�用紙は、水道課または上記金融機関の市内店舗窓口（一部除く）にありますので、通帳とお届け印、検

針票（お手元にある場合）を持参のうえお申込みください。
　※郵送による申請も可能ですので、用紙を水道課まで請求してください。
　※口座からの引落しの場合、引落し開始まで1か月程度時間がかかることがあります。
②納付書払い　※検針した月の月末に納入通知書（ハガキ）を送付します。
　以下の場所で納入してください。
　上記金融機関の窓口（一部除く）・納入通知書に記載のあるコンビニエンスストア・市役所2階水道課・
　リリオ出張所

※「広報ちりゅう」発行経費の一部に充てるため、有料広告を掲載しています。内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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上 下 水 道 の 手 続 き は お 早 め に

知立市水道事業
マスコットキャラクター
「みずっち」
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